
　

シリーズ 第３回

東
林
地
区
で
、
会
員
数
が
二
番
目
に

多
い
自
治
会

翠
ヶ
丘
自
治
会

会
長

黒
子

信
雄

翠
ヶ
丘
自
治
会
は
、
相
南
と
松
が
枝

町
の
一
部
、
約
二
千
百
世
帯
が
加
入
す

る
自
治
会
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り

会
員
同
志
に
交
流
の
場
を
提
供
（
絆
づ

く
り
）
す
る
こ
と
、
地
域
の
環
境
改
善
、

防
犯
・
防
災
・
福
祉
の
充
実
（
安
全
安

心
ま
ち
づ
く
り
）
を
目
標
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

平
成
二
五
年
十
二
月
に
震
度
七
で
も

倒
壊
し
な
い
よ
う
自
治
会
館
を
建
て
直

し
、
同
時
に
、
市
の
助
成
金
を
得
て
、

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
設
備
を
備
え
ま
し

た
。
平
成
二
七
年
十
二
月
に
は
、
会
館

の
隣
接
地
約
三
五
坪
を
購
入
、
翠
ヶ
丘

出
雲
神
社
に
移
動
（
曳
家
）
し
て
い
た

だ
き
、
会
館
と
神
社
の
空
間
を
双
方
で

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

自

治

会

の

事

業

部

門

と

し

て

は
、

「
絆
」
を
担
う
文
化
体
育
部
、
青
年
部
、

「
安
全
・
安
心
」
を
担
う
環
境
部
・
交

通
防
犯
部
・
防
災
部
・
福
祉
部
が
あ
り
、

自
主
的
に
多
く
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
特
に
、
前
会
長
の
意
向
で
、

防
犯
、
防
災
、
福
祉
に
重
点
を
置
い
て

お
り
、
月
十
四
回
の
地
区
内
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、
百
数
十
名
が
参
加
す
る
年
数

回
の
防
災
訓
練
、
隔
月
の
高
齢
者
等
見

守
り
訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
小
さ
い

子
供
を
持
つ
若
人
と
の
繋
が
り
の
強
化

を
メ
イ
ン
と
し
、
自
治
会
活
動
へ
の
参

加
促
進
、
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
進
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ル
ネ
東
林
間
自
治
会

会
長

土
方

譲
二

ル
ネ
東
林
間
は
、
小
田
急
東
林
間
駅

ま
で
徒
歩
約
八
分
、
近
隣
に
は
く
ぬ
ぎ

台
小
学
校
や
、
娯
楽
や
会
議
の
出
来
る

「
く
ぬ
ぎ
台
地
域
活
動
施
設
」
、
商
店

街
が
あ
り
、
病
院
、
ス
ー
パ
ー
も
近
く

に
点
在
し
、
生
活
環
境
は
申
し
分
な
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
ル
ネ
東
林
間
で
は
サ
ー
ク
ル

活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

■
ル
ネ
と
き
わ
会

平
均
年
齢
七
八
歳
。
お
喋
り
出
来
る
、

近
所
付
き
合
い
の
場
で
す
。

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

創
部
四
〇
周
年
。
現
在
も
、
早
朝
練
習

を
続
け
て
い
ま
す
。

■
こ
で
ま
り
の
会

月
に
一
度
、
お
喋
り
を
し
な
が
ら
小
物

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デ
ン

四
季
を
通
じ
て
、
お
花
を
植
え
て
楽
し

む
、
花
が
大
好
き
グ
ル
ー
プ
で
す
。

■
ル
ネ
遊
歩
ク
ラ
ブ

四
季
折
々
の
花
を
楽
し
み
、
庭
園
、
動

物
園
な
ど
へ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

■
子
供
会

総
勢
一
六
名
、
親
子
で
元
気
に
活
動
。

■
軟
式
少
年
少
女
野
球
チ
ー
ム

未
来
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
目
指
し
て
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
、
日
々
を
有

意
義
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

当
自
治
会
も
高
齢
化
が
進
み
、
自
治
会

役
員
に
な
る
方
が
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
各
自
治
会
と
の
情
報
交
換
と
交
流

を
深
め
、
よ
り
良
い
ル
ネ
東
林
間
自
治

会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
二
〇
一
七
年
も
半
年
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
時
間
が
経
つ
の

が
早
く
感
じ
る
の
は
、
年
齢
を
重
ね
た
結

果
と
も
言
わ
れ
ま
す
が

・

・
・
！

小

学
生
の
頃
は
ど
う
だ
っ

た

か
な
？
唄
に

も

あ

り

ま

す

ね
（
早

く

来

い

来

い

♪

お

し
ょ
う
〜
が
つ
♪
）

今

年

前

半

は
、

地

下

か

ら

の

脅

威

（
ず
っ
と
前
か
ら
で
す
が
！
昨
年
は
箱
根

の
噴
火
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
）
。
地
上

の
生
活
圏
で
は
値
上
げ
、
天
空
か
ら
は
寒

暖
の
激
し
さ
、
海
の
向
こ
う
か
ら
は
物
騒

な
動
き
と
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
日
本
列
島

に
数
々
の
試
練
の
波
が

打

ち
寄
せ
て
い

る
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

二

〇

一

七

年

後

半

は

ど

う

な

る

の

か
？
『
と
う
り
ん
』
の
発
行
を
続
け
ら
れ

る
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
齋
藤

良
幸
）

編
集
後
記

ラ
イ
フ
コ
ア
自
治
会

会
長

今
野

洋
江

当
ラ
イ
フ
コ
ア
自
治
会
は
、
東
林

間
駅
を
前
に
病
院
や
ス
ー
パ
ー
に
隣

接
し
、
住
み
良
い
環
境
の
中
、
一
三

〇
世
帯
で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
ロ
の
字
型
で
、
真
ん

中
に
広
場
、
広
場
の
横
に
集
会
所
が

あ
り
、
子
供
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
姿

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
毎
週
輪
番
で
公

園
周
辺
・
歩
道
の
清
掃
除
草
、
月
二

回
の
資
源
回
収
、
年
一
回
の
一
斉
清

掃
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
敬
老
の
日

は
対
象
年
齢
以
上
の
方
へ
記
念
品
贈

呈
。
一
〇
月
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
広
場

で
「
ラ
イ
フ
コ
ア
祭
り
」
を
開
催
し
、

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま

す
。役

員
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
協
力
で
、
植
込
み
の
管
理
を
進
ん

で
し
て
い
た
だ
き
美
し
く
緑
が
保
た

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進

み
一
人
で
生
活
す
る
方
が
増
え
て
お

り
ま
す
が
、
皆
が
集
え
る
「
お
し
ゃ

べ
り
サ
ロ
ン
」
や
趣
味
の
「
サ
ロ

ン
」
を
集
会
所
で
開
催
す
る
こ
と
で
、

住
民
の
方
々
の
健
康
状
態
等
も
確
認

で
き
る
場
が
作
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
自
治
会
役
員
を
は
じ
め
、

住
民
一
人
一
人
が
協
力
し
合
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
や
す
い

住
み
良
い
環
境
作
り
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
九
年
度

上
半
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

六
月

○
東
林
地
区
防
災
体
験
デ
ー

七
月

○
夏
の
交
通
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン

○
第
二
五
回

東
林

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

八
月

○
第
二
六
回

東
林
間

サ
マ
ー
わ
ぁ
！
ニ
バ
ル

○
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

九
月

○
第
四
〇
回

東
林
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

平
成
二
九
年
度

広
報
委
員

委
員
長

中
澤

秀
樹

齋
藤

良
幸

黒
子

信
雄


